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     三橋

コップで作るリードスイッチモーターコップで作るリードスイッチモーターコップで作るリードスイッチモーターコップで作るリードスイッチモーター

コップとリードスイッチを使い、電磁石と永久磁石の反発力を、利用したモーターを作ります。
使用部品
　　　　　　　クリアカップ　なべ小ねじＭ２×６　磁石φ１０×５　LED　リードスイッチ　エナメル線
　　　　　　　単三電池　ボルト 回転羽根　電池用クリップ  軸受け　針金

使用道具
はさみ、千枚とおし、ラジオペンチ、小型十字ドライバー、両面テープ、セロテープ、紙やすり

作り方
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作り方
１．ボルトにエナメル線を巻いて、電磁石をつくります。（１2cmぐらいのこして全部巻く。）

２００回ほど巻いていきます。 長さ１２ｃｍぐらい

先端を１５ｍｍぐらい、

紙やすりで被覆をは

がします。
電池をつないで、ネ

ジがくっつくか、ため

してみましょう。
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2．プラバンをはさみで、切り抜き、小ねじと磁石を取り付けて回転羽根をつくります。

　
　

　

３．コップに電磁石取り付け用の穴をあけます。（大きすぎないこと。2mm程度の穴）

しるしの位置に磁石を

両面テープではります。

磁石は同じ極が、上に

くるようにはります。

磁石と反対側か

ら穴に小ねじを、

ねじこみます

へこみが

ある方

４．コップに電磁石を、はりがねでしばって、とりつけます。

　

しるしの位置にせんまい

どうしで、２ｍｍ程度の

あなをあけます。 あなに、はりがねを通しま

す。

よぶんなはりがねは、切っ

てしまいます。
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５．コップで、リードスイッチ取り付け台をつくります。

コップを線にそって

切り取ります。
切り取った形

切り取った台を、

コップにかぶせます。

かぶせた状態で、両面

テープのついた軸受けを

真ん中に貼り付けます。

２ｍｍくらいあけてリード

スィッチを、両面テープ

で固定します。

電磁石のエナメル線と

リードスイッチの線をね

じってつなぎます。

あいた方の線に電

池をつなぎます。
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６．電池の方向チェックします
 

電池を取り付け、回転羽根をつけてみます。
磁石と、電磁石が吸いつく場合は電池の方向が
反対ですので、電池を入れ替えて反対にします。

リードスイッチの位置を少しずつずらして、うまく
回る位置にします。リードスイッチを反対方向に
ずらすと、回転羽根の回転方向が変わります。

７．ＬＥＤに電線をねじって、をつなぎます。 電磁石側が＋、－のどちらか、おぼえておきます。

電磁石のエ

ナメル線が

電池の－

側の場合。

電磁石のエ

ナメル線が

電池の＋

側の場合。

電池にク

リップを

つけます。
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（電線をＬＥＤの両方につなぐ）

ＬＥＤの、足

の長いほう

（＋）に電線

をつなぎます。

側の場合。

ＬＥＤの、足

の短いほう

（－）に電線

をつなぎます。

ＬＥＤの、電線を電磁

石のエナメル線がつ

ながっているところに

まきつけます。

リードスイッチと電

磁石のエナメル線

がつながっている

とこるへ、ＬＥＤの

あしをつなぎます。
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８．電池と　ＬＥＤをコップの中に入れて、完成です。

９．その他

線をいったんほどい

て、あなに通します。

電池とＬＥＤをコップ

の中にいれる。
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９．その他
（１）リードスイッチの位置をずらすと、回転速度や回転方向を変えることが出来ます。

（２）ＬＥＤを点灯するには、２Ｖ以上必要で電池１個では、点灯しません。
　　　今回ＬＥＤが点灯したのは、電磁石のコイルを流れる電流を、リードスイッチで
　　　瞬間的に切断するために、逆の電流が１．５Ｖより高い電圧で流れるためです。
　　　これを逆起電力といいます。
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